
年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 自然現象に関する基礎的な知識の定着と、それにもとづき論理的考察を行う能力の育成

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

選択者

生物や生命現象への関心をより高め、多面的に
考察し、探究する態度を身に着ける。

【学びに向かう力、人間性等】

２年次の「生物基礎」で学びきれない生物にか
かわる基本的な知識、および、生物の観察・実
験のための技能を身に着ける。

２年次の「生物基礎」で学んだ事柄も含め、生
物学の基本的な概念や原理・法則をより深く理
解し、１つの事柄を、様々な視点から考察・探
究する能力を養う。

配当
時数

１
学
期

・指導事項　環境、植生の遷移、
遷移とバイオーム、日本のバイ
オーム
・教材：教科書、空欄補充式プリ
ント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　植物の形態に環境への適応
が現れる例があり、光要因も大きな要因の一
つであることがわかる。植生の一時遷移に伴
う植物種数や地表照度、土壌の厚さなどの変
化がわかる。気温と降水量がバイオームに与
える影響がわかる。水平分布、垂直分布がわ
かる。
【思考・判断・表現】　植物の生活系に影響
する環境要因が主に、水・土壌・温度・光で
あることがわかる。高原が草原、森林へと変
化していく過程には環境要因がかかわってい
ることを考察できる。バイオームが成立する
際の環境要因について考えることができる。
バイオームが成立する際の環境要因と日本の
地理的な特徴との関係がわかる。
【主体的に学習に取り組む態度】　生物の生
活に影響を及ぼす環境要因を考察する意欲を
持つ。植生の変化の注目し、その要因に関心
を持つ。世界のバイオームの特色に関心を持
つ。日本のバイオームの特色に関心を持つ。

〇 〇 〇 14

第4部第6章　生態系とその保全
【知識・技能】　生態系における生
物どうしのつながりを知る。キース
トーン種と間接効果について知る。
生態系のバランスがどのように保た
れているのかを知る。生物多様性を
保全することの重要性を知る。
【思考・判断・表現】　生態系の成
り立ちと構成要素について、具体的
に例を挙げて考える。間接効果につ
いても考える。生態系のバランスに
ついて考える。外来生物の影響につ
いて考える。生態系の保全の重要性
について考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
生態系とはどのようなものか、その
成り立ちに関心を持つ。1つの種の
増減が生態系を構成する多くの種に
影響を与えることに関心もつ。生態
系に与える人間生活の影響について
関心をもつ。環境問題などについて
関心を持つ。

・指導事項　生態系における生物
どうしのつながり、種多様性と生
物間の関係、生態系のバランスと
変動、生態系の保全
・教材：教科書、空欄補充式プリ
ント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　生態系を食物連鎖の関係で
把握することができ、それぞれ量的関係がわ
かる。キーストーン種についてわかる。CODの
意味がわかる。生物多様性を保全することの
重要性がわかる。
【思考・判断・表現】　生態系の成り立ちと
構成要素について、具体的な生物を挙げて考
えることができる。間接効果について、考え
ることができる。生態系のバランスについて
考えることができる。外来生物の影響につい
て考えることができる。生態系の保全が重要
性について考えることができる。絶滅と生息
地の面積の関係について考えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】　生態系を
どのように把握するかについて関心を持って
いる。1つの種の増減が生態系を構成する多く
の種に影響を与えることに関心もっている。
生態系に与える人間生活の影響について関心
を持っている。環境問題などについて関心を
持っている。
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1○
定期考査

○

理科 生物基礎演習
理科 生物基礎演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

啓林館　高等学校 生物基礎

理 科

自然現象の中から見通しをもって課題や仮説を設定する力

科学の必要性や有用性の認識、および、科学的根拠に基づき、多面的、総合的に判断する態度

生物基礎演習

【 知　識　及　び　技　能 】

第4部第5章　植生と遷移
【知識・技能】　多様な植生が成立
する要因には植物の環境への適応が
かかわっていることを知る。陸上の
植生の一次遷移とその要因を知る。
気温と降水量の違いにより、地球上
には様々なバイオームが成立してい
ることを知る。日本のバイオームの
特徴を知る。
【思考・判断・表現】　水・土壌・
温度・光などの環境要因が、植生の
遷移にどのようにかかわるかを考察
できる。バイオームが成立する際の
環境要因について考えることができ
る。バイオームが成立する際の環境
要因と日本の地理的な特徴とを関連
付けることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生物の生活に環境要因をがどのよう
な影響を与えるかを考察する意欲を
持つ。世界のバイオーム、日本のバ
イオームの特色に関心を持つ。

自然現象に関する概念や原理・法則の理解

1

千早

〇 〇

定期考査
○ ○

２
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

〇 14

生物の特徴
多様な生物が持つ共通性が共通の祖
先に由来すること、単細胞生物と多
細胞生物、細胞の構造など、進化的
にとらえ理解する。ATPや酵素の役
割を理解し、光合成や呼吸を例に、
代謝について生命活動にかかわるエ
ネルギーの面からとらえる。

・指導事項　生物の多様性と共通
性、顕微鏡観察、細胞の構造と機
能、生物とエネルギー、酵素の働
き
・教材：教科書、問題集
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　多様な生物の共通性、類縁
関係がわかる。細胞の構造がわかる。ATPや酵
素の役割がわかる。光合成と呼吸がわかる。
【思考・判断・表現】　生物の共通性や多様
性について、進化的に考えることができる。
物質代謝とエネルギー代謝について考えるこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】　生物の形
態や生活の多様性と共通性、先棒の構造の多
様性と共通性を知ろうとする意欲を持つ。生
命活動に必要なエネルギーと代謝について理
解しようとする。



動物の器官
形態もサイズも比較的人に近い、豚
の器官に直接触れ、観察する。

・指導事項　豚の眼球・心臓の構
造
・教材：教科書、問題集
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　器具を適切イン使用してブ
タの眼球を解剖できる。
【思考・判断・表現】　眼球の構造の特色
を、その機能と関連付けて考えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】　積極的に
注意深く実習に取り組むことができる。

〇 〇

〇 〇

２
学
期

定期考査
○ 1

定期考査
○ ○ 1
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３
学
期

〇 17

遺伝子とその働き
DNAの塩基配列がタンパク質のアミ
ノ酸配列ン情報となること、転写と
翻訳を理解する。個体の部位に応じ
て、発現している遺伝子が異なるこ
とをより深く理解する。

・指導事項　遺伝情報とDNA,DNAの
複製と分配、遺伝情報とタンパク
質、遺伝子とゲノム
・教材：教科書、問題集
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　DNAの塩基の相補性による二
重らせん構造の重要性が理解できる。転写・
翻訳の過程がわかる。遺伝情報の発現が調節
されていることがわかる。
【思考・判断・表現】　DNAの二重らせん構造
中の塩基配列が遺伝情報であり、それがタン
パク質のアミノ酸配列を決定することで形質
を発現させること、DNAの複製が相補的な複製
であることが理解できる。
【主体的に学習に取り組む態度】　様々な形
質にみられる遺伝という現象を、DNAという物
質の特徴的な分子構造と結び付けてとらえよ
うとする。

ヒトのからだの調節
生物の体内環境が一定に保たれてい
ることがわかる。自律神経系、内分
泌系、それぞれの仕組みがわかり、
その連携により、結党濃度などが調
節されていることがわかる。免疫を
中心とした生体防御の仕組みがわか
る。

・指導事項　体液と恒常性、神経
系、内分泌系、体内環境の調節、
血液の成分とその働き、免疫のし
くみ
・教材：教科書、問題集
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　体内環境が体液の環境であ
り、それが一定に保たれる恒常性の重要性が
わかる。自律神経系・内分泌系のそれぞれの
しくみがわかる。免疫のしくみがわかる。
【思考・判断・表現】　自律神経系、内分泌
系、ぞれぞれの調節の特徴がわかり、フィー
ドバック調節の意義がわかる。自然免疫と獲
得免疫、体液性免疫と細胞性免疫のそれぞれ
を対比させ、肝炎づけて理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】　体内環境
の恒常性に関心を持ち、自律神経系と内分泌
系が共同して働くことに関心を持つ。肝臓・
腎臓の機能に関心を持つ。免疫などの生体防
御のしくみと、それにかかわる疾病、医療な
どに関心を持つ。

・指導事項　植生の構造、植生の
遷移、植生とバイオーム、生態系
と生物の多様性、生態系のバラン
スと保全
・教材：教科書、問題集
・一人１台端末の活用　等

生物の多様性と生態系
多様な植生が成立する要因には植物
の環境への適応がかかわっており、
陸上の植生が遷移すること、気温と
降水量が植生やバイオームを決定づ
けることがわかる。生態系の成り立
ちとバランスについて理解してお
り、生物多様性の保全の重要性がわ
かる。

【知識・技能】　植物の形態に環境への適応
が現れることがあり、光要因が大きな要因で
あることがわかる。植物の遷移のメカニズム
がわかり、気温と甲類量のデータから、各地
のバイオームを予測できる。水平分布、垂直
分布がわかる。生態系を食物連鎖の関係で把
握することができ、キーストーン種について
も理解できる。生物多様性を保全することの
重要性がわかる。
【思考・判断・表現】　植物の生活系に影響
する環境要因には水・土壌・温度・光がある
ことが理解できる。植生の遷移には環境要因
とその変化が関係しており、バイオームが成
立する際の環境要因について考えることがで
きる。生態系の成り立ちと構成要素につい
て、具体的な生物を挙げて考えることがで
き、間接効果についても考えることができ
る。生態系のバランスについて考えることが
でき、外来生物の影響についても考えること
ができる。生態系の保全について、絶滅と生
息地の面積の関係からも考えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】　植物の生
活系に影響を及ぼす環境要因、植生の変化と
その要因、世界のバイオームの特色・日本の
バイオームの特色に関心を持つ。生態系をど
のように把握できるか、生態系に与える人間
生活の影響について、関心を持っている。

○

1

合計

78


